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る
部
分
の
２
時
間
に
つ
い
て

は
割
増
賃
金
を
払
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
所
定
労
働

時
間
の
計
算
は
労
働
契
約
締

結
の
先
後
の
順
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
既
に
自
院
に
勤
務

　

ス
タ
ッ
フ
に
副
業
・
兼
業

希
望
者
が
い
ま
す
。
注
意
点

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

副
業
・
兼
業
を
行
う
従
業

員
を
雇
用
す
る
経
営
者
が
注

意
す
べ
き
点
に
つ
い
て
は
、

厚
生
労
働
省
「
副
業
・
兼
業

の
促
進
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
が
整
理
し
て
お
り
、

同
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
分
か
り

や
す
く
解
説
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
そ
の
ポ
イ

ン
ト
を
か
い
つ
ま
ん
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

最
も
注
意
す
べ
き
は
、
ス

タ
ッ
フ
が
複
数
の
事
業
所
に

勤
務
す
る
働
き
方
を
し
て
い

て
も
、
適
用
さ
れ
る
労
働
時

間
規
制
は
変
わ
ら
な
い
と
い

う
点
で
す
。
例
え
ば
、
１
つ

目
の
勤
務
先
で
朝
か
ら
夕
方

ま
で
６
時
間
働
き
、
２
つ
目

の
勤
務
先
で
４
時
間
働
い
た

な
ら
、
後
者
の
雇
用
者
は
法

定
労
働
時
間
８
時
間
を
超
え

午
前
中
に
別
の
勤
務
先
で
残

業
し
て
き
た
場
合
に
は
、
そ

の
ス
タ
ッ
フ
を
先
に
雇
用
し

て
い
た
自
院
が
割
増
賃
金
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
る
パ
タ

ー
ン
も
あ
り
得
る
の
で
ご
注

意
下
さ
い
。

　

副
業
・
兼
業
先
の
労
働
時

間
ま
で
正
確
に
把
握
す
る
義

務
ま
で
は
な
い
に
せ
よ
、
雇

用
者
は
ス
タ
ッ
フ
の
健
康
を

管
理
す
べ
き
労
働
安
全
衛
生

上
の
責
務
も
負
っ
て
い
る
の

で
、「
副
業
・
兼
業
に
関
す

る
届
出
書
」
な
ど
の
書
式
を

揃
え
、
副
業
・
兼
業
を
希
望

す
る
ス
タ
ッ
フ
に
提
出
し
て

貰
う
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

書
式
も
厚
生
労
働
省
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

出
来
ま
す
。

　

な
お
「
う
ち
は
副
業
・
兼

業
を
禁
止
し
て
い
る
か
ら
、

ス
タ
ッ
フ
か
ら
希
望
さ
れ
て

も
断
り
ま
す
」
と
い
う
わ
け

に
も
い
き
ま
せ
ん
。
判
例

上
、
合
理
的
理
由
も
な
く
一

律
に
副
業
・
兼
業
を
禁
止
す

る
就
業
規
則
の
効
力
は
否
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
厚
労
省
の

モ
デ
ル
就
業
規
則
を
参
考
に

し
つ
つ
、
適
切
な
就
業
規
則

を
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。 （
弁
護
士
・
國
本
依
伸
）

し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
が
副
業

・
兼
業
を
希
望
し
て
い
る
冒

頭
の
事
例
で
は
、
割
増
賃
金

を
負
担
す
る
こ
と
は
あ
ま
り

な
さ
そ
う
で
す
。
し
か
し
夕

方
か
ら
勤
務
の
ス
タ
ッ
フ
が
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先
行
す
る
基
金
の
資
格
確
認

　

資
格
喪
失
後
の
受
診
に
よ

る
過
誤
は
、
支
払
基
金
の
場

合
で
資
格
過
誤
件
数
全
体
の

４
割
を
超
え
て
い
る
。
た
し

か
に
、
資
格
喪
失
後
の
受
診

は
医
療
機
関
に
と
っ
て
は
迷

惑
な
こ
と
で
あ
り
、
支
払
基

金
に
と
っ
て
も
手
間
を
取
る

業
務
に
な
っ
て
い
る
。
本

理
す
る
と
資
格
情
報
を
作
成

し
て
各
保
険
者
へ
送
付
、
保

険
者
は
支
払
基
金
か
ら
の
資

格
情
報
を
確
認
し
て
返
送
、

支
払
基
金
は
保
険
者
が
資
格

無
し
と
し
た
レ
セ
プ
ト
を
翌

月
の
５
日
頃
に
医
療
機
関
へ

返
戻
、
医
療
機
関
は
10
日
迄

に
再
請
求
、
と
い
う
こ
と
に

な
る
。（
図
）

　

支
払
基
金
の
「
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
請
求
前
の
資
格
確

認
」
は
、
国
が
実
施
す
る

「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
」

と
比
べ
る
と
、
医
療
機
関
の

資
格
喪
失
レ
セ
プ
ト
へ
の
対

応
は
１
カ
月
遅
れ
る
。
つ
ま

り
、
国
が
行
う
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
で
は
受
診
時
に
資

格
の
有
無
を
判
明
す
る
が
、

支
払
基
金
の
そ
れ
で
は
、
医

療
機
関
は
翌
月
返
戻
に
な
っ

て
か
ら
患
者
に
新
し
い
保
険

証
の
提
示
を
求
め
る
こ
と
に

な
る
。
そ
れ
で
も
、
以
前
と

比
較
す
れ
ば
格
段
の
改
善
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
支
払
基
金

の
対
処
に
は
弱
点
が
あ
る
。

協
力
す
る
保
険
者
の
み
が
対

象
だ
か
ら
で
あ
る
。
２
０
１

９
年
度
で
、
こ
の
支
払
基
金

の
業
務
に
同
意
、
協
力
し
て

い
る
保
険
者
は
、
約
半
数
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
半
数
強
の

保
険
者
は
、
資
格
関
係
過
誤

の
減
少
に
非
協
力
的
な
の
で

あ
る
。

成
長
戦
略
で
パ
ク
る

成
長
戦
略
で
パ
ク
る

　

国
が
行
う
「
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
」
制
度
の
構
想

は
、
当
初
か
ら
あ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
初
め
て
現
れ
た

の
は
、
安
倍
前
政
権
の
成
長

戦
略
「
日
本
再
興
戦
略
２
０

府
の
セ
ン
タ
ー
に

医
療
者
枠
を
確
保

　

医
療
従
事
者
等
ワ
ク
チ
ン

優
先
接
種
の
１
回
目
の
接
種

予
約
が
７
月
23
日
で
終
了
し

た
こ
と
を
受
け
、
大
阪
府
は

未
接
種
の
医
療
従
事
者
を
対

象
に
し
た
予
約
枠
を
新
た
に

確
保
し
た
。
接
種
希
望
者
は

大
阪
市
中
央
区
の
「
マ
イ
ド

ー
ム
お
お
さ
か
」
に
開
設
し

て
い
る
府
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

セ
ン
タ
ー
で
受
け
ら
れ
る
。

　

予
約
枠
は
１
日
最
大
２
５

０
人
で
、
従
来
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

予
約
シ
ス
テ
ム
で
申
し
込

む
。
使
用
ワ
ク
チ
ン
は
モ
デ

ル
ナ
社
製
。
現
在
の
と
こ

ろ
、
予
約
は
「
医
療
従
事
者

用
接
種
券
付
き
予
診
票
」
を

持
つ
医
療
従
事
者
に
限
ら
れ

て
い
る
。
予
診
票
の
新
規
発

行
は
原
則
４
月
23
日
受
付
分

で
終
了
し
て
お
り
、
新
規
採

用
者
等
の
予
診
票
の
な
い
医

療
従
事
者
は
対
象
外
に
な

る
。

　

優
先
接
種
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、
府
の
予
約
相
談

セ
ン
タ
ー
（
℡
０
５
７
０
―

０
１
５
―
０
１
７
）
ま
で
。

　

優
先
接
種
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
府
の
Ｈ
Ｐ
（『
大
阪

府
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
優
先
接
種
の
実
施
に

つ
い
て
』
で
検
索
）
ま
た

は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

１
６
」（
２
０
１
６
年
６
月

２
日
閣
議
決
定
）
で
あ
る
。

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

医
療
保
険
の
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
及
び
医
療
等
Ｉ
Ｄ

制
度
の
導
入
に
つ
い
て
、
２

０
１
８
年
度
か
ら
段
階
的
運

用
開
始
、
２
０
２
０
年
か
ら

本
格
運
用
を
目
指
し
て
、
本

年
度
中
に
具
体
的
な
シ
ス
テ

ム
の
仕
組
み
・
実
務
等
に
つ

い
て
検
討
し
、
来
年
度
か
ら

着
実
に
シ
ス
テ
ム
開
発
を
実

行
す
る
。
そ
の
際
、
公
的
個

人
認
証
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
な
ど
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
の
イ
ン
フ
ラ
を
活
用

し
、
国
民
に
と
っ
て
安
全

で
、
利
便
性
が
感
じ
ら
れ
る

形
で
導
入
が
進
む
よ
う
な
設

計
と
し
た
上
で
、
開
発
を
進

め
る
（
以
下
略
）

　

こ
れ
は
、「
患
者
本
人
が

自
ら
の
医
療
情
報
を
生
涯
に

わ
た
っ
て
経
年
的
に
把
握

し
、
健
康
管
理
に
活
用
で
き

る
」
（
日
本
再
興
戦
略
２
０

１
５
）
こ
と
を
め
ざ
し
た

「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
改
革
」
の

一
環
で
あ
る
。
そ
の
「
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
改
革
」
実
現
の
過

程
で
、
支
払
基
金
の
「
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
請
求
前
の
資

格
確
認
」
を
パ
ク
ッ
た
と
い

う
か
ヒ
ン
ト
を
得
た
の
が
、

今
回
の
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
」
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
国
が
行
う
「
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
」
が
実
施

さ
れ
て
も
支
払
基
金
の
「
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
請
求
前
の

資
格
確
認
」
は
、
カ
ー
ド
リ

ー
ダ
ー
を
設
置
し
な
い
医
療

機
関
が
あ
る
こ
と
か
ら
並
行

し
て
実
施
さ
れ
る
。

 

（
つ
づ
く
）

来
、
保
険
者
が
責
任
を
持
っ

て
保
険
証
を
確
実
に
回
収
す

れ
ば
解
決
す
る
こ
と
だ
が
、

現
実
は
そ
う
な
っ
て
い
な

い
。1010

年
前
に
開
始

年
前
に
開
始

　

そ
こ
で
支
払
基
金
は
２
０

１
１
年
か
ら
、「
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
請
求
前
の
資
格
確

認
」
と
い
う
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
。
国
に
よ
る
今
回

の
制
度
と
似
た
名
称
で
や
や

こ
し
い
が
、
簡
単
に
説
明
す

れ
ば
、
次
の
よ
う
な
流
れ
に

な
る
。

　

支
払
基
金
は
、
医
療
機
関

か
ら
レ
セ
プ
ト
を
オ
ン
ラ
イ

ン
も
し
く
は
電
子
媒
体
で
受

図　オンラインによる請求前の資格確認の流れ

請求（10日）

回答（25日迄）返戻（翌月５日）

資格照会
医療機関 支払基金 保険者

　

緊
急
事
態
宣
言
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
新
規
感
染
者
が
急
増
し
て

い
る
。
命
を
守
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
対
策

が
求
め
ら
れ
る
な
か
、
菅
政
権
は
「
原
則

自
宅
療
養
」
と
す
る
方
針
を
打
ち
出
し

た
。
患
者
が
必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ

ず
、
置
き
去
り
に
さ
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ

な
い
。
入
院
制
限
は
撤
回
す
べ
き
だ
。

　

感
染
拡
大
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。

東
京
の
新
規
感
染
者
数
は
五
輪
開
会
日

（
７
月
23
日
）
の
１
３
５
９
人
か
ら
８
月

19
日
に
は
５
５
３
４
人
に
跳
ね
上
が
っ
て

い
る
。
全
国
の
感
染
者
数
も
２
万
５
千
人

を
超
す
最
悪
の
数
字
だ
。
医
療
の
ひ
っ
迫

は
深
刻
化
し
て
お
り
、
緊
急
事
態
宣
言
下

で
の
五
輪
が
感
染
拡
大
を
招
き
、
国
民
の

命
の
危
機
を
加
速
さ
せ
た
こ
と
は
明
ら
か

だ
。
専
門
家
の
警
告
や
「
五
輪
よ
り
も

命
」
と
中
止
を
求
め
る
世
論
に
背
を
向
け

た
菅
政
権
や
東
京
都
の
責
任
は
極
め
て
重

大
だ
。

　

過
去
最
悪
の
感
染
状
況
に
陥
る
な
か
、

菅
政
権
は
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
患
者
以

外
は
「
原
則
自
宅
療
養
」
に
方
針
転
換
し

た
。
与
野
党
か
ら
撤
回
を
求
め
る
声
が
相

次
い
だ
が
、
菅
首
相
は
「
必
要
な
措
置
で

あ
り
、
撤
回
し
な
い
」
と
拒
否
。
大
阪
府

も
８
月
13
日
か
ら
入
院
と
宿
泊
療
養
施
設

へ
の
入
所
の
制
限
へ
舵
を
切
っ
た
。

　

症
状
が
急
変
し
や
す
い
コ
ロ
ナ
患
者
の

入
院
に
制
限
を
か
け
る
こ
と
は
、
自
宅
死

亡
者
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。
第
４
波

で
〝
医
療
崩
壊
〞
を
引
き
起
こ
し
た
大
阪

で
は
、
入
院
で
き
な
い
ま
ま
亡
く
な
る
人

が
続
出
し
た
。
必
要
な
医
療
が
受
け
ら
れ

な
い
状
況
は
憲
法
の
生
存
権
保
障
を
侵
害

す
る
。
救
え
る
命
を
守
る
た
め
に
、
入
院

・
入
所
制
限
は
た
だ
ち
に
撤
回
す
べ
き

だ
。

　

そ
も
そ
も
爆
発
的
な
感
染
拡
大
は
多
く

の
専
門
家
が
指
摘
し
続
け
て
き
た
こ
と

だ
。
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
て
１
年
半
も
経

つ
の
に
、
い
ま
だ
に
検
査
や
医
療
提
供
体

制
が
不
十
分
な
の
は
行
政
の
無
策
の
結
果

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
感
染
拡
大
局
面

で
た
だ
ち
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
検
査
体

制
と
病
床
の
拡
充
に
尽
き
る
。

　

政
府
の
無
策
の
な
か
、
一
部
の
自
治
体

は
住
民
の
命
を
守
る
た
め
に
力
を
尽
く
し

て
い
る
。
広
島
県
で
は
無
料
の
検
査
セ
ン

タ
ー
を
増
設
し
、
無
症
状
感
染
者
の
捕
捉

に
注
力
。
福
井
県
で
は
「
自
宅
療
養
さ
せ

な
い
」
と
の
方
針
の
下
、
体
育
館
を
使
っ

た
臨
時
病
床
の
設
置
に
踏
み
切
っ
た
。

　

政
府
は
先
行
す
る
自
治
体
の
事
例
を
全

国
展
開
す
る
た
め
に
全
力
を
挙
げ
る
べ
き

だ
。
国
民
の
命
を
置
き
去
り
に
す
る
の
で

は
な
く
、
命
を
守
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
手

立
て
を
尽
く
し
、
行
政
の
責
任
を
果
た
す

こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
る
。

春夏秋冬

新
型
コ
ロ
ナ
の
入
院
制
限

患
者
の
置
き
去
り
許
さ
れ
ぬ

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
情
報


